
















































部東洋言語学科日本語科（Brapha University Department of Oriental Languages 
Faculty of Humanities and Social Sciences 以下、ブラパー大学）との共同プロ























































を前提に、2009 年度の実習生の受け入れは 2 名となった。ボランティア学
生の TA 受け入れも従来通り継続する 3。
　3月に「教壇実習」履修予定者に対し、TAプログラム説明会を実施した結果、
2 名（いずれも英米語学科 4 年）が志望動機書を提出し認められた。タイ語
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４－１．担当科目及び時間割
　実習生、ボランティア学生は共に、タイ到着翌日、大学で指導教員（日本
人講師 2 名、タイ人講師 2 名）と打ち合わせを行った。1 週目は授業見学、
2 週目以降はそれぞれが授業を担当できるよう、スケジュールが組まれた。
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Translation」（4 年・20 名（主専攻）、月・14:00 ～ 14:50）の聴講が許可され、
タイ人学生と共に学ぶ機会も与えられた。







































































4-1 で述べた実習生が参加した 6 クラス（回収 195 名分、資料 1）とボラン
ティア学生が参加した 2 クラス（回収 38 名分、資料 2）で実施した。アンケー
トは学生が自由に意見や感想が述べられるように、タイ語で記述した 6。




6　 タイ語から英語への翻訳及び集計は、本学国際言語文化学科 Pornsri Wright 先生による。
英語から日本語への翻訳は筆者による。資料 1 の 6 クラス、資料 2 の 2 クラスは、それ
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(1) 勉強に役立つことが沢山あった。 19 15  16   8  10  17 85
(2) ネイティブから日本語を聞くこと
ができたて良かった。
  3   8  17   8  13  27 76
(3) 授業を楽しくしてくれた。  24 10 16 1   5 13 69
(4) より理解できるよう助けてくれた。   9  15  12   6   9 14 65
(5) 発音の練習ができた。 25   20   3   3   8 59
(6) 親しみやすかった。  7  11  14   7   4 6 49
(7) 教える努力を沢山をしていた。  5   4   6   4   8 9 36
(8) 話す自信を与えてくれた。  7   7   9   2   6 31
(9) 上手に教えてくれた。 7   6   5   4   4 26
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(12) 日本の文化についてより学んだ。 6   3   7 2 18
(13) 前もって良く準備していた。  2    7 4 13
(14)  もっと勉強したいという気持に
してくれた。
6 3 3 12
(15) 教室活動が良かった。 12 12 
(16)  先生が複数いることで学生と交
流できた。
 10   10
(17) すぐに質問をすることができた。   4  3 7
(18) ジェスチャーが上手かった。 5 5
(19) 漢字が書けるようになった。   3 3
(20) 大きな声ではっきり話してくれた。    1   1
(21) もっと文化につて学びたかった。 4   6   7   5 10 2 34
(22) もっと話したかった。  3   9   2    6 1 21
(23) もう一度来てほしい。   5   1   3   6 4 19
(24) プログラムの期間が短すぎる。   8   1   1   4 14
(25) 発音をチェックしてほしい。  10   2 12
(26)  もっとゲームをしたり歌を歌い
たかった。
3   1   4   2 10
(27) 日本語をもっと聞きたい。    5   5
(28) 日本語をもっと書きたい。  1      2   3
(29) 単語の説明をしてほしかった。   2   2
(30) 5、6 人の先生に来てほしい。     1   1
(31) 話し方が速すぎた。   2 4   6
(32) 時々理解できなかった。   1 4   5




(34) 授業の進度が遅すぎた。   1   1
(35)  教室の後ろまで注意が払われな
かった。
1   1
(36) スライドの漢字が見にくかった。 1   1









(1) より理解できるよう助けてくれた。 9 11 20
(2) 勉強に役立つことが沢山あった。 8    6  14
(3) ネイティブから日本語を聞くことができた。    9    3 12
(4) 発音の練習ができた。    5    6   11
(5) 親しみやすかった。    3    8   11
(6) 日本についてより学んだ。    3    7 10
(7) 前もって良く準備していた。    1    9  10
(8) 発音がはっきりしていて理解しやすかった。    5    4    9
(9) 教える努力を沢山していた。    1    7    8
(10) 新しい単語を学んだ。    3    3    6
(11) 授業を楽しくしてくれた。    2    3    5
(12) 文化について意見交換ができた。    4    4
(13) 親切だった。    2    2    4
(14) 上手に教えてくれた。    2    2
(15) 日本語が上達した。    1    1    2
(16) 活動が良かった。    1    1    2
(17) 先生の授業が印象的だった。     2    2
(18) すぐに質問することができた。    1    1
(19) 日本に関する授業全体が良かった。    1    1
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(20) 話す自信を与えてくれた。   1      1
(21) 日本語に訳することを学んだ。 1    1
(22) 文化に関するアクティビティをもっとしたい。    3 3
(23) もう一度来てほしい。 1  2 3
(24) ゲームがしたい。    1    2    3
(25) 授業にもっと参加できるようにしたい。    1    1
(26) 日本語をもっと聞きたい。    1    1
(27) 日本語をもっと話したい。    1  1
(28) 伝統的な日本のゲームがしたい。    1    1
(29) 時々理解できなかった。    2    2
(30) 前もって機材の使い方を知っていてほしい。    1    1
(31) 交流が十分ではなかった。    1    1
(32) 少し神経質になっていた。    1    1
